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文起第１０８７号‐１

令和６年１１月２２日

（施 設 名） 米子市立山陰歴史館

（指定管理者） 一般財団法人 米子市文化財団

（代 表 者 名） 理事長 杉原 弘一郎 様

米子市長 伊木 隆司

令和５年度「米子市立山陰歴史館」指定管理者業務評価書

施設名 米子市立山陰歴史館

施設所管課 米子市経済部文化観光局文化振興課

指定管理者名 一般財団法人米子市文化財団

指定期間 令和３年４月１日 ～ 令和８年３月３１日（４年目）

【モニタリング終了後の総評】

【施設所管課】

協定書及び事業計画書の水準を遵守し、施設の管理・運営を適切に行っている。事業内

容については、米子城跡や鉄道展示などの常設展示に加えて、郷土の看板展、戦争展、絵

図や地図など郷土の歴史に触れることができる企画が実施されていた。情報発信について

は昨年同様紙媒体やＳＮＳ等を効果的に活用し、利用促進に促していた。

【第三者評価】

・歴史のみならず、民俗、伝統工芸の分野にも及んだ事業展開がなされており、好ましく

思う。

・適切な利用促進が行われている。

・常に清潔に建物等を管理されている様子が伺える。

・多くの市民、観光客に対してアピールするよう事業を展開している。また、来館者の感

想を活用し、利用者促進を図っている。

・新規の教育普及事業に精力的に取り組んでいて良い。

・県外からも TVの影響で多くの来館者があることがわかった。

・尾高城の常設展ができるなど、様々な工夫が見られて良かった。



【今後の業務改善方策等の特記事項】

【施設所管課】

・引き続き、郷土の歴史に触れることができる企画展や展示を実施していく。

・建物の大規模改修工事を令和９年度に計画しているので、それまでの間スポットクーラ

ー等活用しながら運用していく。

【第三者評価】

・情報発信にもっと工夫があれば、利用者拡大に繋がると思う。

・他施設との連携による事業や、スタンプラリーなどを増やしてみると良いと思う。

・常設展に足が向くように、企画展との関連性をつくることも効果的だと思う。

・入館者が展示しきれていない収蔵品を見れる機会を作ってもらいたい。



（別紙２）

令和５年度下期「米子市立山陰歴史館」モニタリング評価表 〔令和６年９月〕

施設名 米子市立山陰歴史館

施設所管課 米子市経済部文化観光局文化振興課

指定管理者名 団体名 一般財団法人 米子市文化財団

所在地 米子市末広町２９３番地

指定期間 令和３年４月１日 ～ 令和８年３月３１日

選定方法 公 募 ・ 非公募

施設の設置目的 郷土の歴史に関する市民の知識及び教養の向上に資するため。

主な実施事業 郷土の歴史、民俗及び考古資料を主として収蔵展示する博物館類似施設であり、常設展示のほ

か様々な企画展を実施。

評価項目 評価基準 評価 特記事項

Ⅰ 履行の確認 （６０点）

１ 施設全般の管理運営に関する業務

(1)管理体制 施設の管理体制が明確になっており、基準に基づい

た適切な人員配置がなされているか

安全対策、危機管理体制などが十分に講じられてい

るか

Ｂ 協定書に定められた人員配置

がなされ、緊急時の連絡体

制・マニュアル等が整えられ

ている。

［資料等確認］

(2)職員研修 職員の業務に必要な資質・能力の向上を図るための

研修・教育が適切に行われたか

Ｂ 米子市などの外部で実施され

ている研修にも参加し、職員

に必要な資質・能力の向上を

図っている。

［資料等確認］

(3)利用促進業務 利用者拡大のための利用促進業務が適切に行われた

か

Ａ チラシの配布やポスターの掲

示、広報やホームページへの

情報掲載、報道機関への情報

提供、Xの活用等を行ってお

り、利用促進に努めている。

［資料等確認、立入調査］

２ 利用者に関する業務

(1)利用状況 利用者数・稼働率等は適切な水準であるか ※１ Ｂ 利用者数は前年に比べると多

少減少しているが、高い水準



を保っており、稼働率も適切

な水準である。

［資料等確認］

(2)利用者の要望

把握等

利用者の要望の把握及びその実現策は適切に行われ

ているか

Ｂ 日常業務の窓口で受けた利用

者からの要望を迅速に担当者

へ報告するとともに、企画展

や講演会でのアンケート実施

による利用者の要望の把握を

行い、その実現に向けて努力

している。

［資料等確認、立入調査］

３ 保守点検及び清掃等の業務

(1)保守点検業務 基準に基づき、保守点検が適切に行われたか

第三者に行わせる業務は必要最小限の範囲か

Ｂ 協定書に基づいて、電気・水

道・消防設備等の点検を適切

に行っている。第三者に行わ

せる業務は必要最小限であ

る。

［資料等確認］

(2)清掃・維持業

務

基準に基づき、清掃業務・維持管理が適切に行われ

たか

第三者に行わせる業務は必要最小限の範囲か

Ｂ 協定書に基づき、定期清掃を

行なうなど施設内の清掃や植

栽の管理等を適切に実施して

いる。第三者による業務は最

小限のものである。

［資料等確認、立入調査］

(3)保安・警備業

務

基準に基づき、保安・警備業務が適切に行われたか

第三者に行わせる業務は必要最小限の範囲か

Ｂ 協定書の基準に基づいて、保

安・警備業務が適切に実施さ

れている。第三者の行わせる

業務は必要最小限である。

［資料等確認］

(4)修繕業務 基準に基づき、修繕業務が適切に行われたか

第三者に行わせる業務は必要最小限の範囲か

Ｂ 協定書の基準に基づいて、適

切な修繕業務が実施されてお

り、第三者に行わせる業務は

必要最小限である。

［資料等確認］

４ 自主事業の実

施に関する業務

事業計画書に沿った自主事業が適切に行われたか Ａ 事業計画書の内容に沿った自

主事業が実施されている。ま



た展示方法が工夫されてお

り、見やすい内容となってい

た。

［資料等確認、立入調査］

５ 情報公開・個

人情報に係る措

置

情報公開・個人情報保護に係る措置は適切に行われ

たか

Ｂ 歴史館内の資料については、

歴史館条例に沿った書式で対

応した。

［資料等確認］

６ 管理目標 施設の現状を正しく認識し、今後の在り方について

の提案は具体化されているか

Ｂ 施設の在り方を正しく認識し

ており、事業計画書に具体的

な提案がなされている。

［資料等確認］

Ⅱ サービスの質の評価 （２５点）

１ 利用者満足度 利用者へのサービスの質を維持・向上させるための

提案は具体化されているか

利用者アンケート等を実施し、その結果は妥当であ

るか

Ａ アンケートの実施や窓口対応

等を通じて、来館者からの要

望・意見の把握を日々行い、

需要に沿ったサービスの提供

がなされていた。

［資料等確認］

２ 維持管理業務 日常清掃業務や衛生管理、備品などの設備の維持管

理は適正に行われ、良好な状態で施設の利用が行わ

れているか

Ｂ 協定書に基づいて、職員が日

常的な清掃・点検等の業務を

行い、細かくチェックするこ

とで良好な状態が保たれてい

る。

［資料等確認、立入調査］

３ 運営業務 事業運営について、サービス水準の向上のための創

意工夫が見られるか

利用許可などの利用者への接客・対応は適切であるか

Ａ 事業実施計画書により利用者

への具体的なサービス向上策

が提案され、利用者への接

客・対応は適切である。利用

者への許可、資料提供などを

行っている。

［資料等確認、立入調査］

４ 自主事業 実施された事業内容は、施設の設置目的に沿い、サ

ービス水準の向上に寄与する質の高いものであるか

Ａ 鑑賞事業やガイドウォーク、

歴史講座等様々な角度から郷

土史について学ぶ機会を提供

できている。



※施設の性格や設置目的により、評価項目は追加、変更できる。

※評価区分 Ａ（優 良）＝協定書等の基準を遵守し、その水準よりも優れた管理内容である。（５点）

Ｂ（良 好）＝協定書等の基準を遵守し、その水準に概ね沿った管理内容である。（３点）

Ｃ（課題含）＝協定書等の基準を遵守しているが、管理内容の一部に課題がある。（１点）

Ｄ（要改善）＝協定書等の基準を遵守しておらず、改善の必要な管理内容である。（０点）

※特記事項欄は、評価を行った確認方法（例：立入調査、台帳確認、資料等確認）と当該評価を行った理由を記載す

る。

※総評欄は、事業計画書等との整合性を検証し、評価、業務の改善方策等を記入する。

【総評（所管課評価）】

協定書及び事業計画書の基準を遵守し、その水準に沿う管理運営を行ってい

る。特に、今年度は利用者数が増加しており、コロナ禍以前と比較しても良

好な水準といえる。事業については、近年、鉄道関連資料の収蔵数が増えて

おり、企画展や常設展等、それらの資料を生かした「鉄道のまち」としての

米子の歴史も学べる展示ができている。

合計点

（ 72 ）点/（ 100 ）点

×100＝（ 72 ）

平均点

（ 3.6 ）点

［資料等確認、立入調査］

５ 施設の効用 施設の効用を最大限に発揮し、設置目的の達成に資

することができる管理運営内容であったか

Ａ 「郷土の歴史に関する市民の

知識及び教養の向上に資す

る」という施設の設置目的に

沿って、市民の知ることの少

なかった地元の歴史に関する

情報発信や、市民がよく知っ

ている地元の歴史の受け入れ

体制づくりを模索しながら管

理運営にあたっている。

［資料等確認、立入調査］

Ⅲ サービスの安定性の評価 （１５点）

１ 事業収支 指定管理業務の事業収支は妥当であるか ※２ Ｂ 妥当である。

［資料等確認］

２ 経営状況 指定管理業務の経営状況分析指標の結果は妥当であるか

※３

Ｂ 妥当である。

［資料等確認］

３ 団体等の経営

状況（年度ごと）

団体の経営状況分析指標の結果は妥当であるか※４ Ｂ 妥当である。

［資料等確認］



対　比 対　比

Ａ－Ｂ Ａ/Ｂ（％）

開館日数 308 309 -1 99.7 

施設利用者数 29,799 31,682 -1,883 94.1 彼岸花ウィーク来館者の減

施設稼働率 100.0 100.0 0.0 100.0 

事業開催数 28 23 5 121.7 企画展開催開催数の増

対　比 対　比

Ａ－Ｂ（円） Ａ/Ｂ（％）

指定管理料 32,478,000 30,429,000 2,049,000 106.7 

業務受託収入 900,000 1,939,400 -1,039,400 46.4 素鳳コレクション展示回数の減

事業収入 1,238,359 1,224,295 14,064 101.1 

補助金等収入 564,502 224,714 339,788 251.2 
「歴史絵巻」開催に係る補助金収
入の増

雑収入 5,120 10,270 -5,150 49.9 コピー代等の収入減

財団繰入金 1,261,263 2,405,066 -1,143,803 52.4 財団繰入金の減

合　　計 36,447,244 36,232,745 214,499 100.6 

対　比 対　比

Ａ－Ｂ（円） Ａ/Ｂ（％）

人件費 22,865,485 22,892,895 -27,410 99.9 

施設費 7,354,785 6,726,751 628,034 109.3 

施設事業費 2,273,974 2,708,372 -434,398 84.0 

委託費 1,719,000 1,654,000 65,000 103.9 

事務局費 2,234,000 2,250,727 -16,727 99.3 

合　　計 36,447,244 36,232,745 214,499 100.6 

【補足資料】

１　利用状況

２　事業収支

（１）収　入

（２）支　出

項　　目
本年度〔令和5年4月～令
和6年3月〕　Ａ

前年度〔令和4年4月～令
和5年3月〕　Ｂ

対比が±20％を超える場合は増減
理由を記載

項　　目
本年度〔令和5年4月～令
和6年3月〕　Ａ

前年度〔令和4年4月～令
和5年3月〕　Ｂ

対比が±20％を超える場合は増減
理由を記載

項　　目
本年度〔令和5年4月～令
和6年3月〕　Ａ

前年度〔令和4年4月～令
和5年3月〕　Ｂ

対比が±20％を超える場合は増減
理由を記載



対　比 対　比

Ａ－Ｂ Ａ/Ｂ（％）

①事業収支 0 0 0 #DIV/0!

②利用料金比率 2.5 5.4 -2.9 46.2 

③人件費比率 62.7 63.2 -0.4 99.3 

④外部委託費比率 4.7 4.6 0.2 103.5 

⑤利用者当たり　
管理コスト

1223.1 1143.6 79.5 107.0 

⑥利用者当たり　
自治体負担コスト

1089.9 960.5 129.5 113.5 

３　経営状況分析指標

①事業収支：（収入－支出）

　　事業全体が黒字で施設の管理運営ができているかどうか確認する。赤字の場合は、管理継続性の面での課題を解決し、
　　黒字化のための方策を検討する。

②利用料金比率：（利用料金収入/収入×１００）

　　収入に占める利用料金の割合。指定管理者の収入源がどこにあり、それが安定したものであるかを確認する。

③人件費比率：（人件費/支出×１００）

　　支出に占める人件費の割合。支出の中で人件費が減らされすぎていないか、又は費用がかかりすぎていないかを
　　確認する。

④外部委託比率：（外部委託費合計/支出×１００）

　　支出に占める外部委託費の割合。外部委託に過度にシフトしていないかを確認する。

⑤利用者当たり管理コスト：（支出/延べ利用者数）

　　利用者１人当たりにかかる費用。前年度や事業計画との比較、類似施設との比較により施設の効率性を確認する。

⑥利用者当たり自治体負担コスト：（指定管理料/延べ利用者数）

　　利用者１人当たりにかかる自治体の費用。前年度や事業計画との比較、類似施設との比較により施設の効率性を
　　確認する。

項　　目
本年度〔令和5年4月～令
和6年3月〕　Ａ

前年度〔令和4年4月～令
和5年3月〕　Ｂ

備　　　考



項　　目 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 備　　考

①自己資本比率 62.8 44.8 55.5 61.2 54.6

②流動比率 323.6 196.3 257 312.3 247.8

③固定長期適合率 11 12.6 10.9 10.9 9.5

④総資産経常利益率 -0.5 -8.1 8.8 3.9 7.3

評　　価

４　団体等の経営状況（年度ごと下期に実施し、上期では行いません。）

（以上の指標を参考に評価する。）

※貸借対照表と損益計算書を基に計算する。太枠内に今年度の数値を記載し、左側に過去４年分を記載する。

①自己資本比率
総資産（資産合計）に占める自己資本（純資産合計）の割合を示した指標。どれだけ借金に頼らず経営をしているかを示す。比率
が高いほど借金（負債合計）に頼る割合が低く、経営が安定していることを示す。一般的には、７０％以上なら理想企業、４０％
以上なら倒産しにくいとされている。

自己資本比率（％）＝自己資本÷総資産×１００　　【例】800÷2,000×100＝40.0％

②流動比率
団体の短期的な支払能力を示す指標。１年以内に現金化できる資産を「流動資産」、１年以内に支払を要する負債を「流動負債」
といい、「すぐに準備できるお金」と「すぐに返さないといけないお金」のバランスを比較する。流動資産（すぐに準備できるお
金）の方が多いほど、支払能力が高いことを示す。１００％以上であれば問題ない。１００％未満であれば資金繰りが苦しいとさ
れる。

流動比率（％）＝流動資産÷流動負債×１００　　　【例】1,100÷700×100＝157.1％

③固定長期適合率
固定資産をどの程度、自己資本（純資産合計）と固定負債で賄っているかを示す指標。土地や建物など、この先１年以上換金でき
ない、又は換金しない固定資産を返済義務のない自前の資金である自己資本（純資産合計）と長期で調達したお金（固定負債）で
どれだけ賄えるかを見る。１００％未満であれば問題ないが、１００％以上の場合は固定資産の維持調達について流動負債にも依
存していることを示すことから、資金繰りが苦しいと考えられるとされる。

固定長期適合率（％）＝固定資産÷（固定負債＋自己資本）×１００　【例】900÷（500＋800）×100＝69.2％

④総資本経常利益率
団体の総合的な収益力を示す指標。団体の総資産（資産合計）に対して、どれだけの経常利益を稼ぎ出しているかを示す。比率が
高いほど資本を効率的に運用し、収益を上げている。

総資本経常利益率＝経常利益÷総資産×１００　　　【例】200÷2,000×100＝10.0％

※補足資料1～4の各比率については小数点第２位を四捨五入とする。



５　利用者からの苦情の内容とそれに対する市・指定管理者の対応や市から指定管理者への指導状況

特になし。

■貸借対照表（例）                     ■損益計算書（例） 

 

 
【資産の部】 【負債の部】 

流動資産 

 現金及び預金  400 

 受取手形    500 

 有価証券    200 

流動資産合計  1,100 

流動負債 

 買掛金        400 

 短期借入金      300 

流動負債合計    700 

固定負債 

 社債            300 

退職給付引当金 200 

固定負債合計   500 

固定資産 

 建物及び構築物  200 

 土地            500 

 投資有価証券    200 

固定資産合計    900 

負債合計    1,200 

【純資産の部】 

 資本金     600 

 利益余剰金      200 

純資産合計        800 

資産合計        2,000 負債純資産合計  2,000 

売上高   3,000 

売上原価     1,200 

売上総利益     1,800 

販売費及び一般管理費     1,200 

 

 

広告 

人件費 

      700 

      500 

営業利益       600 

営業外収益       200 

 受取利息 

その他 

      200 

        0 

営業外費用       600 

 支払利息 

社債利息 

      200 

        0 

経常利益       200 

特別利益       100 

 外国為替       100 

特別損失        50 

 固定資産売却損        50 

税引前当期純利益       250 

法人税・住民税等        50 

当期純利益       200 



６　利用者アンケートの結果

「見る　観る　魅せる！米子城展－見て、体験して楽しむ米子城の魅力」
会期：令和５年３月４日（土）～　令和５年４月９日（日）
・初めての旅で京都から来ました、電車の待ち時間で本当にぶらりと立ち寄ったのですが、とてもよかったです。この次は米子を
もっとたくさん観光します。（３／５）
・米子城の写真（パネル）をみて、やっぱり日本一なんだと思いました、スゴイ！！（３／６）
・改めて城山のすばらしさを知りました、もっと城山に登ろうと思います。（３／６）
・写真のべんきょうになりました、米子城は四季おりおり美しいですね。（３／１１）
・２、３回しか城山に登った事がなかったが、テレビで日本一になったと知り何が？、と思っで登ったら、以前思ったのと違って
３６０度見渡せ、中海もよく見える、今度は朝日を見に登りたいと思う。（３／１２）
・四季おりおりの米子城が写真を通して心に響きました。米子城の奥深に、歴史にふれる展示物ばかりでした、それと受付の方の
あたたかい親切なお心づかいをありがとうございます。（３／１２）
・米子城の事を初めてしりました、米子の廻りにもいくつか城があり、松江城だけではなかったんだと……、明治・大正・昭和の
お道具類も楽しみました、受付の方もとても親切でした。（３／１２）

「郷土の看板」
会期：令和５年４月２３日（日）～　令和５年６月１１日（日）
・今回の看板展はとてもおもしろかった、米子の歴史（庶民のくらし）がよく理解できる企画だと思う。（４／２４）
・米子駅の看板が思っていたより大きくて、いくたびに見ていたな、と感慨深くなった。（５／３）
・毎回、近代における故郷の貴重な実物史料を拝見することができ、とてもうれしくおもっております。（５／４）
・アナログ感が良く、令和の時代に逆行してたまらない。（５／５）
・貴館がこれらの看板を所蔵されているとは驚きました、米子駅の巨大文字もよかったです。（５／７）
・米子市又は、西部の歴史を思い出しました、昭和の時代が長かったおかげで、当時は気づかなかった近代化を過ごしていたのだ
と感じました。（５／１４）
・電飾看板は光っていると尚良かったと思う、ネオン看板なども展示してほしかった。（５／２６）
・米子市を中心に、鳥取の歴史が分かるきっかけとなった、福市の資料館へ行きましたが、展示品等すみわけが出来ていてとても
良かったです、海軍航空隊が美保にあったので、そのへんも詳しく知りたいです。（６／１０）
・ケースに入っていない生のままで見ることができて、良く観察できておもしろかった、商品の写真などもあるとうれしい。（６
／１１）

「資料で語る郷土の戦争－米子市周辺の事件と市民の暮らし」
・「たしかにあった戦争」を感じ、見ることができました、毎年開かれる（展示される）ことを臨みます。（８／７）
・今回昔の人々のくらしについて調べに子供と参りました、戦争のこともよくわかりました、予告ビラに「鳥取」の地名が書かれ
ていた事は初めて知りました。（８／１０）
・大変貴重な資料が見れ良かったです、父は戦争に出征していました、余計に関心が高いです、戦争に関する資料展示は、撮影出
来ることが良いです、広く公開出来ることが民主主義です。（８／１１）
・館蔵品展、常設展の民具資料の状態が良く、見やすかった、館内の換気、送風に配慮されていて気持ちよく観覧できました。
（８／１４）
・今、日本史を復習するようになり、とくに現代史を学び直すようになり“そうだったのか”と思うことが多くあった、この展示
で米子市の当時の状況を知ることができたのは貴重な経験だ。（８／２４）
・旧地名や学校名が、初めて聞いたものも多かったので勉強になった、美保関は好きでよく行くが、改めてたくさんの船が関わる
大きな事故だと分かった。（８／３１）

「レッツゴー！山陰本線～日本で一番長い在来線～」
会期：令和５年９月１６日（土）～　令和５年１１月５日（日）
・長く島根県（出雲、石見）で勤務していたので、駅名の記事を懐かしく思い見学しました。（９／１７）
・各駅ごとのパネルがすごい、掛け紙もバラエティ豊かでみごたえがありました。（９／２０）
・貴重な資料を見ることが出来て良かった、特に「線路一覧略図」は普段見ることが出来ないので、大変参考になった。写真撮影
がＯＫであればもっと良いと思う。（９／２０）
・大変詳細、貴重な資料多数でした、時間がたらず全て読めなかったのが残念です。祐生さんの弁当つつみはみたかったのでよ
かったです。（９／２３）
・なつかしい駅名、列車うれしかったです、Ｎゲージコーナー「サンライズイズモ」運転大変楽しかったです。（９／２４）
・現在の駅舎は館の職員さんがすべて撮影されたのでしょうか、大変だったと思います、駅の説明だけでも見応えがありました。
（９／２４）
・私は鉄道ファンで、今現在の日本の鉄道路線図は、だいたい頭に入っていますが、山陰本線が、全線開通した戦前の昭和の路線



図は新鮮だった、今現在開通した路線がまだなかったり、今現在廃線になった路線が走っていたりして、政府が線路幅の改良よ
り、新線の開業を急いだことをうかがわせます。（９／２５）
・大力作展示ですね！感激しました、全部見切れなかったので、もう一回来ます。島田川暗渠の展示が必要ではないかと思いまし
た。（９／２７）
・山陰本線を京都から終点幡生までを追って見たことがなかったので、とても新鮮だった。全部の駅舎の写真もよかった（撮って
まわるのは大変だったでしょう）。クイズもとてもいいクイズだと思う。（１０／１９）
・他の観光案内所などでポスターをみかけなかった、もっと広報した方がいいのではないでしょうか。（１０／２９）

「山陰歴史館の記憶」
・とても興味深かったです。地図や写真がもう少し多ければうれしいです。（歴史館に絞った展示なので、仕方ありませんが…
…。）（１１／１９）
・米子の歴史がわかり大変興味深かったです。地域が違うこともあり、知らないことも多く勉強になりました。（１１／１９）
・留学生ですが説明がわかりやすくて、米子の歴史について沢山知れました、本当に魅力的です。ありがとうございました！（１
２／２１）

「いつもはしまってある絵図・地図展Ⅱ」
会期：令和６年２月１０日（土）～　令和６年３月３１日（日）
・Ｎゲージの方とうけつけの方がやさしかった、ありがとうございました。（２／１１）
・このような価値のあるものが収蔵されていたとは……感心しました。もっと目にふれる機会がほしいものです。せっかく工夫し
てくださっているのに、予算がないのか、もう少しこの建物に手を入れて展示が更にひき立つ様にしてもらいたいな、と思いま
す。（担当の方を応援する意味です。）（２／２８）
・資料を近くで見れて面白かった。日本の人が描いた地図と海外の描いた地図に、差というか個性が見られてとても興味深かかっ
た。また地図につかわれている紙が、洋紙と和紙という違いにも面白く感じた、海外の方は日本の紙で描いた事例があるのが気に
なった。（３／４）
・世界地図の国旗の国名を、今の表記と今の国名等で解説があるともっと良かったです。（３／３１）
・貴重な地図の本物を見せていただきありがとうございました、写真では味わえない楽しさがあります。展示は大変かと思います
が、これからもいろいろな資料見せていただけるとうれしいです。（３／３１）

「令和５年度山陰歴史館・米子市公会堂連携事業米子歴史絵巻～受け継がれる民俗芸能～　」
会期：令和５年１０月１日（日）
・傘おどり、さんこ節など伝統の民俗芸能を屋外で見れてよかった。　
・米子盆踊り保存会……高齢の方もおられ、健康が心配です、元気で切れのある踊り手さんはすばらしかった。　
小松谷盆踊り……四人の歌い手さんが迫力があってよかった、男性踊り手が一人おられて注目してしまった。　
淀江さんこ節……ぜに太こは小さい子から高校生までいてたいへんよかった、子供に希望感じる、さんこ節のかべぬり、大ベテラ
ンから小さい子までいてたいへんよかった、ベテランさんの動きがすばらしかった、男性の歌手がとてもよかった、三味線もすば
らしかった、三好さんの歴史教室がよかった、傘おどり後のベテランのお姉さんがしめてよかった。　
・米子盆踊、小松谷盆踊と淀江さんこ節を淀江台場で上演するアイデアは素晴らしい。　
・民俗芸能は後世に（引）継いでこそのものと実感しました、とてもよかったです。もう少し広告、宣伝された方がよかった。　
・米子盆踊り、小松谷盆踊り、初めて近くでみましたがそれぞれ特長があり、今後も継続してほしいと思いました、淀江さんこ節
での壁塗りは若い子供たちが増えて、今後も文化の継承が心強いなあ、と感じました。　
・地元の民俗芸能が見られてよかった、よどえさんこ節は、若い世代が加わってにぎやかでよかった。　
・盆踊りの伝統の継承。ユーモラスな淀江さんこ節は感動した。　
・歴史のある盆踊り、子供の頃親について盆踊りを見に行ったことを想い出します、哀愁の帯びた踊り、大変なつかしく良かっ
た。　


